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Abstract As the result of the study on the seasonal variation in Papilio noblei, it is revealed 
that P. n. henricus Oberthür, and P. n. hoa Gabriel formerly considered as subspecies, are 
nothing other than seasonal morphs and are sunk as junior subjective synonyms of noble. 
New informations about geographical distribution and habitat of Papilio arcturus and P. paris 
are presented. 
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は じ め に 


イン ド シ ナ 地域 で は タイ を 除き , 近年 まで 入国 が 困難 で あっ た ベト ナム , ラオ ス の 政策 が 変換 し , 
比較 的 容易 に 旅行 が で きる よう に な っ た . それ に と も な い , 何人 か の 日 本 人 が 採集 に 訪れ , 当地 の 
報告 が 見 られ る よう に な っ た . まとまっ た 蝶 類 の 報告 と し て は Motono & Negishi (1989) の ラオ ス 
の も の が あり , それ を 補足 する か た ち で 増井 ・ 上 原 (1994) は 知見 を 追加 し て いる . 筆者 も ここ 数 年 
タイ を 中 心 に ベト ナム , ラオ ス へ 入国 し , 採集 を 行なっ て きた . 未だ 調査 中 で あり , 十分 と は 言え 
な いま で も 資料 が 集積 され て きた . 今後 , 多少 な り と も 新た な 知見 が 加え られ た も の に つい て 報告 
し て いき た い . 本 報 で は Papilio noblei, P. arcturus B EU P. paris の 知見 を まとめ 発表 する . 


使用 し た 被 検 標本 の 所 在 に つい て は 略号 を も っ て 示し た . N は 西村 , I は 稲 好 , S は 進化 生物 学研 究 
所 の 所 有する も の で ある . また , 地図 上 の 数 字 で 示し た 各地 点 は 被 検 標本 の 確認 地点 番号 に 対 底 き 
せ だ た . 


本 報告 に 際 し て , 比較 標本 の 貸与 , 豊富 な 現地 経験 か ら の 助言 を いた だ いた 進化 生物 学研 究 所 の 青 
木 俊明 氏 , WORK, ゆか り の 森 昆虫 館 の 植村 好 延 氏 , 文献 資料 の 入手 な ど で 協 力 い た だ いた 山 
梨 大 学 の 池田 清彦 氏 , 原稿 の 校 関 を お 願い し た シオ ン 短 期 大 学 の 寺山 守 氏 . そし て と も に 現地 調査 
を 行ない , 助力 を 惜しま な い 宇 都 宮 市 の 稲 好 豊 氏 に 紙面 を 借り て 感謝 し た い . 


Papilio noblei Nicéville, [1889] 


Papilio noblei Nicéville, [1889], J. asiat. Soc. Beng. 57: 287. 

Papilio henricus Oberthür, 1892, Études Ent. 11 : 3. 

Papilio noblei haynei Tytler, 1926, J. Bombay nat. Hist. Soc. 31: 249. 
Papilio noblei hoa Gabriel, 1945, Entomologist 78: 152. Syn. nov. 


本 種 は ラン グー ン ( 現 ヤ ン ゴ ン ) の Phayre 博物 館 に 所 属す る 現地 採集 人 に より , ビル マ ( 現 ミ ャ ン 
マー) 南東 部 の カレ ン 高 原 で 2 月 と 3 月 に 各 1 の が 得 ら れ だ た. 本 種 を 記載 し た Nicéville は 同 館 館長 
の B. Noble が , ビル マ の 多数 の 貴重 な 資料 と と も に , 得 ら ちら れ た 2 の の うち の 1 頭 を 気 ま ほえ よく 提 
供し た こと と に 対し , 種 名 に 同氏 の 名 を 与え を てい る. 本 種 は その 後 タ アイ, FAIA, ベト ナム , 中 国 か 
ら 発見 され て いる . どの 地 に お いて も 局 地 的 な 分 布 を し て お り ,。 個体 数 も 少な いよ う で ある . 


本 種 に は 原 名 亜 種 の 他 に いく つか の 亜 種 が 記載 され て お り , トン キン 東部 の Muong-Mou 産 に 基 づ 
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Figs 1-3. Papilio noblei Nicéville from Doi Phu Kha, Nan Province. 1. Specimen collected 
in March. 2. Ditto in April. 3. Ditto in October. 
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く henricus Oberthür, 1892, ビル マ 北 部 の Myitkyina 産 の も の に 対す る haynei Tytler, 1926, トン 
キン 中 部 の Chiem Hoa で 8-9 月 に 得 ら れ た 標本 に 基づく hoa Gabriel, 1945 の 3 つの 亜 種 名 が ある . 
これ ら の 内 henricus と haynei に つい て は 研究 者 に より 分 類 上 の 扱い が 異な り , Talbot (1939) は 両 
者 を 原 名 亜 種 名 の シノ ニム と し て いる が , Bridges (1988) の カタ ログ で は それ ぞ れ 亜 種 と し て 記述 
され て いる . 


原 名 亜 種 以後 記載 され た 各 亜 種 の 差異 と し て は , 前 次 後 縁 の 黄 白 色 斑 の 有無 , 発達 程度 な だ ど が あげ 
られ て いる . 原 名 亜 種 (ssp. noble) の 前 次 は 一 様 に 黒色 , Niceville (1889) の 原図 に 示さ れ た よう 
に 前 次 後 縁 に 斑紋 は 出現 し な い . トン キン 東部 か ら 書 か れ た henricus で は 前 次 後 縁 の 亜 外 縁 に 黄 白 
色 斑 が 出現 する も の の 療 跡 程度 で ある . トン キン 中 部 か ら 記 載 さ れ た hoa CB eO S C 
明瞭 な クサ ビ 型 の 黄 白 色 班 が 出現 し , その 斑紋 の 上 部 は 第 2 脈 近く に 達する . 


筆者 は タイ 北部 の ラオ ス と の 国境 に 近い Doi Phu Kha 山麓 で 採集 され た 本 種 を 比較 的 多く 検 す る こ 
と が で きた. タイ 北部 に お いて 本 種 は 年 に 2 回 ある い は 3 回 の 発生 が ある よう だ が , お お ま か に は 
乾季 と 雨季 に それ ぞ れ 発生 する と 考え られ る . 筆者 の 手許 資料 で は 1 月 か ら 4 月 , 6 月 か ら 10 月 の 
各 月 の も の が ある . タイ 北部 で は 前 者 が 乾季 で , 後者 が 雨季 に 当たる . 季節 ご と の 変異 に 着目 する 
と , 乾季 に 出現 する 個体 に 比べ , 雨季 の も の は 平均 的 に 大 型 で , MARRO RHEE 4. 6 
月 か ら 9 月 の 合計 18 個体 全て に 明瞭 な 黄 白 色 班 が 見 られ た . これ に 対し て 1 月 か ら 3 月 の 合計 11 
個体 で は , 痕跡 程度 で ある が 黄 白 色 班 を 表わす も の は 2 個体 の み で , 他 の 個体 は 前 次 が 一 様 に 黒色 
で あっ た. 4 月 と 10 月 の 個体 は それ ぞ れ 変異 が 見 られ , 一 様 に 黒色 の も の か ら 明 瞭 に クサ ビ 型 の 黄 
白色 斑 の 出現 する も の まで あっ た . それ ぞ れ 弄 紋 の 発達 程度 の 異な る 個体 を Figs 1-3 に 示し た . c 
れ ら の 資料 を も と に する と noblei (s. str.) の 特徴 を も つも の は 乾季 に 普通 に 見 られ る も の (Fig. 1) 
で , 斑紋 上 hoa に 相当 する も の は 雨季 に 普通 に 見 られ る も の (Fig.3) で ある . また , henricus に 当 
た る の は 乾季 と 雨季 の それ ぞ れ 末期 に 出現 する も の (Fig.2) が 相当 する . MAT, これ に つい て は 
前 述 の 原 記載 に 使用 きれ た 個体 の 採集 月 と 合致 する こと か ら も , 各 名 称 が 同一 種 の 季節 型 に 基づく 
も の で ある こと が 支持 され る . 


以上 の 点 か ら , 筆者 は Papilio noblei は 亜 種 区 分 を せ ず , henricus と haynei に つい て は Talbot 
(1939) の 取り 扱い を 支持 する と と も に , koa は 原 名 亜 種 の シノ ニム と し て 処理 で きる と 考え て い 
る . 


被 検 標本 . THAILAND—Nan Province, Doi Phu Kha: 2 の ,i.1990 (N); 2 の , ii. 1990 (N); 7%, 
12. iii. 1991 (N); 13 &^, iv. 1991 (N); 5 の , 5. vi. 1992 (N); 5 &^, 10. vi. 1992 (N); 5 の , 15. vi. 1992 
(N); 2c, viii. 1989 (N); 3 の , ix. 1993 (N); 6%, x. 1990 (N). 


Papilio arcturus Westwood, 1842 


本 種 に つい て は タイ 北部 の 生息 状況 を 示し て お l. Pinratana は 1992 年 に Butterflies in Thailand, 
vol. 1 の 改訂 を 行なっ て いる が , 本 種 の 分 布 確認 地 の 追 加 は な く , Chiang Mai が 挙げ られ て いる だ 
け で ある . また 本 書 で 用 いら れ て いる 地名 は 県 単位 で , 詳細 な 記録 を 読み 取る こと は で き な い . 筆者 
は 他 の 県 で も 資料 を 得る こと が で きた . 筆者 が 得 た タイ の 資料 で は Mae Mo と Omkoi の 記録 を 除 
く と 2,000 m 以上 の 山 の 中 腹 か ら 山 頂部 で 記録 きれ た も の で ある . 被 検 標本 か ら も 分 か る よう に , 
圧倒 的 に 記録 が 多い の は Doi Pa Hompok で ある . この 山 は 中 腹 に 好適 な 吸水 ポイ ント と な る 沢 が 
ある ほか , 伐採 され た 山頂 部 に は 多く の 採集 人 が 待ち 受け て , 山頂 占有 に 飛来 し た 雄 を 容易 に 補 獲 
する こと と が で きる . この 山 以外 で は Doi Phu Kha で 比較 的 多く の 個体 が 得 ら ん て いる だ け で , 他 の 
地域 で の 記録 は 偶発 的 な も の で あろ う . タイ 北部 に は 今回 挙げ た も の 以外 に も 2,000 m 以上 の 山 は 
数 多く あり , それ ら に 登る こと が で きれ ば 記録 は 追加 され る と 思わ れる . 現在 まで の 資料 か ら タ イ 
に お ける 南限 は Omkoi で ある . 分 布 確認 地点 は Fig. 4 に 示し た . 


発生 時 期 は 1 月 上 旬 か ら 6 月 , 8 月 か ら 12 月 まで 各 月 連続 し て 採集 さき れ て いる . 個体 の 鮮度 な どか 
ら 寺 える と 年 2 回 ある い は 3 回 の 発生 と 推定 され る . 


分 類 的 な 位置 に つい て は 当地 域 の も の は 原 名 亜 種 に 含ま れる . 個体 間 の 変異 差 は 比較 的 小さ く , 季 
節 的 に 2 月 か ら 4 月 の 乾季 に 得 ら れる 個体 に 比べ , それ 以後 の 雨季 の 間 に 得 られ る も の は , や や 大 
型 に な り , 多少 暗色 と な る 程度 で ある . 
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Fig.4. Collecting sites of Papilio avcturus Westwood. 1. Doi Phu Kha, 2. Doi Pa Hompok, 
3. Doi Chiang Dao, 4. Doi Inthanon, 5. Omkoi, 6. Wiang Pa Pao, 7. Mae Mo. 


被 検 標本 . THAILAND—1. Nan Province, Doi Phu Kha: 1 の , 10. i. 1992 (D ; 1 の , 21. iii. 1990 
(N); 2 ø, 21. vi. 1990 (N); 2 の, v. 1991 (N); 1 $,28. viii. 1990 (D; 17, 2. x. 1990 (D ; 2 7, 23. 
xi. 1991 (D. 2. Chang Mai Province, Doi Pa Hompok : 3 æ, 5. ii. 1990 (N); 1 &^, 7. iii. 1991 (N); 
2 c, 24. iii. 1990 (N); 26^ 6 F, iv. 1991 (N); 16^, 3. vi. 1990 (N); 4 〒, 17-22. viii. 1990 (N); 2 4, 
ix. 1991 (I); 2 +, 2. x. 1990 (N); 257,1. xi. 1992 (N). 3. Chiang Mai Province, Doi Chiang Dao: 
1 の , 20. ii. 1989 (N). 4. Chiang Mai Province, Doi Inthanon: 1 の , 10. iv. 1984 (D ; 1 の , 16. iii. 
1986 (D: 1 7, 24. viii. 1989 (N). 5. Chiang Mai Province, Omkoi: 1 の, 11. iii. 1993 (I). 6. 
Chiang Rai Province, Wiang Pa Pao: 1 7, 13. iii. 1991 (N); 1 の , 16. iii. 1993 (N). 7. Lampang 
Province, Mae Mo: 1 の , 20. iii. 1993 (N). 


Papilio paris Linnaeus, 1758 


本 種 に つい て イン ド シ ナ で の 生息 状況 を 示し た . タイ で は 比較 的 良く 調べ られ て いる も の の , イン 
ド シ ナ 全域 と な る と 詳細 は 明らか で は な い . 白水 (1960) と 塚田 *・ 西 山 (1980) の 図鑑 に は 本 種 の 分 布 
図 が 示さ きれ て いる . し か し , 双方 の 分 布 図 は 異な り , 白水 の も の で は イン ド シ ナ 全域 を カバ ー し レ し, 
マレ ー 半 島 の 中 部 まで 分 布 が 伸び て ぃ い る. その 後に 出版 され た も の で は イン ド シ ナ 中 部 以 南 の 分 布 
は 示 き され て いな い . 


そこ で HfHig.5 に 近年 得 ら れ た 資料 を も と に 本 種 の 分 布 確認 地点 を 示し た . この 確認 地点 で は 
Motono & Negishi (1989) の ラオ ス の 報告 を 参考 に 特定 で きた と ころ だ け 追 加 し た . 


イン ド シ ナ で の 分 布 は , 中 部 以 北 の 山地 帯 で は ほぼ 全域 と 考え られ る が , 中 部 以 南 で は 山脈 に 沿っ 
た 分 布 が 考え られ る . 筆者 の 手許 資料 に よる 各 山 脈 の 南限 は 次 の よ うに な る . 西側 の ミャンマー・ タ 
イ 国 境 の ダウ ナ ・ ビ ラウ タン 山脈 で は Padeng, 中 央 の タイ ・ ラ オス 国境 の ドン パ ヤ エ ン 山 脈 で は 最 
南 に 位置 する Khao Yai, 東側 の アン ナン 山脈 で は Qai Nhon が 最 南 の 記録 で ある . 島 状 に 離れ た 山 
塊 の 記録 と し て は Kao Soi Dao の も の が ある . 


本 種 は 山地 の 中 腹 か ら 山 頂部 に か け て よく 見 られ る . 基本 的 に は 樹林 性 と 考え られ る が , 例え ば 細 
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Fig.5. Collecting sites of Papilio paris Linnaeus. 1. Mai Chau, 2. Qui Nhon. 3. Sam Neua, 
4. Ban Nam Hom, 5. Muang Pang, 6. Doi Pee Ban Nam, 7. Vang Vieng, 8. Luang 
Prabang, 9. Vientiane, 10. Pakse, 11. Pua, 12. Boa Klua, 13. Ban Ten Doi, 14. Dot 
Pa Hompok, 15. Chiang Dao, 16. Doi Pui, 17. Mae Mo, 18. Wang Chin, 19. Ban Pha 
Nak Khao, 20. Phu Kradung, 21. Nam Nao, 22. Khao Yai, 23. Kao Soi Dao, 24. 
Umphang, 25. Padeng. 


流 脇 に 残さ きれ た よう な 小 規 模 な 林地 で も 見 る こと が で きる . 1 月 か ら 4 月 の 乾季 に 発生 する 個体 は , 
それ 以後 の 雨季 の 問 に 発生 する 個体 に 比べ や や 小型 で , 前 次 表 亜 外縁 の 黄 緑 色 条 は 発達 する 傾向 に 
HS. し か し , 比較 的 多く の 個体 を みる こと が で きた タイ 各地 の も の を 比べ る と 季節 型 の 区 分 は 明 
瞭 で は な く , 中 間 的 な 形質 を も つも の が 現れ , 変異 は 連続 する . 他 地 域 で は 比較 資料 が 少な いこ と 
か ら 判 然 と し な いも の の , 季節 に よる 相違 は イン ド シ ナ 北部 の 方 が 明瞭 に 現れ る よう に 思わ れる . 


被 検 標本 . VIETNAM 一 1. Hoa Binh Province, Mai Chau: 1 4,8. vii. 1992 (N). 2. Binh Dinh 
Province, Qui Nhon: 1 7, 26. v. 1992. LAOS—3. Sam Neua: 1 7, 19. vi. 1991 (N). 4. Ban 
Nam Hom: 3 の, 18. iii. 1994 (N). 5. Muang Pang: 2 の , 19. iii. 1994 (N). 6. Xaignabouri, 
Doi Pee Ban Nam: 34, 11. iv. 1990 (N). 7. Vang Vieng: 3%, 18. iii. 1975 (N). 8. Luang 
Prabang. 9. Vientiane. 10. Pakse. THAILAND--11. Nan Province, Pua: 1%, 7. iii. 
1992 (N); 7%, v. 1991. 12. Nan Province, Boa Klua: 1 &, 15. iv. 1991. 13. Mae Hong Son 
Province, Ban Ten Doi: 1 6,30. x 1991 (D). 14. Chiang Mai Province, Doi Pa Hompok : 1 〒, ix. 
1989 (N). 15. Chiang Mai Province, Chiang Dao: 6 æ, i. 1990 (N); 8 &^, iv. 1984, (N); 1 7, 16. 
viii. 1989 (N); 1 の , ix. 1982 (N). 16. Chiang Mai Province, Doi Pui: 2 @, 23. vi. 1993 (N). 17. 
Lampang Province, Mae Mo: 1 #, v. 1992 (N). 18. Phrae Province, Wang Chin: 371 2 ., v. 
1992 (N). 19. Loei Province, Ban Pha Nak Khao: 1 ṣ, 31. i. 1979 (S). 20. Loei Province, Phu 
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Kradung: 1 æ, 30. i. 1979 (S). 21. Khon Kaen Province, Nam Nao: 1 æ, 2. ii. 1979, (S). 22. 
Nakhon Nayok Province, Khao Yai: 1 æ, 8. ii. 1979 (S). 23. Chanthaburi Province, Kao Soi 
Dao: 2 %, 18. ii. 1994 (N): 1 9,22. xi. 1982 (D. 24. Tak Province, Umphang: 1 @, 12. iii. 1994 
(N). 25. Phetchaburi Province, Padeng: 4 の , 3. iii. 1992 (N). 
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Summary 


Based on the material from Doi Phu Kha, Nan Province, northern Thailand, seasonal variation 
in Papilio noblei Nicéville is examined. Although some subspecific names were given in this 
species, I have concluded that they are merely seasonal morphs, that is, noblei represents a dry 
season form, henvicus Oberthür a wet season form, and hoa Gabriel an intermediate between dry 
and wet season forms. Henricus and hoa, therefore, should be synonymized with »oblei. 


A distribution map of Papilio arcturus in Thailand is given and new distributional records (Nan 
and Lampang Provinces) are added. This species is distributed over the high mountains above 
2,000 m in altitude in northern Thailand. 


Papilio paris is widely distributed in the mountainous regions of northern Indo-China but 
sporadically distributed in southern part. The southernmost records of distribution in each 
mountain of this species are Padeng in the Dawna-Bilauktaung Mountains, Khao Yai in the 
Dong Phaya Yen Mountains, and Qui Nhon in the Annam Mountains. 
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